
砂防事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 広島西部山系直轄砂防事業 事業主体 中国地方整備局 

実施箇所 広島県広島市、廿日市市、大竹市 

該当基準 事業採択後10年間が経過した時点で継続中の事業 

事業諸元 事業区域約621km２、主要施設：砂防堰堤 

事業期間 平成13年度直轄砂防事業着手 

総事業費（億円）  約９００ 残事業費（億円）  約６３１ 

目的・必要性 

● 広島西部山系は、人口・資産・公共施設等が集中し、山陽自動車道・新幹線等
の近畿と九州を結ぶ重要交通網が横断する社会経済的に重要な地域であるが、
昭和20年の枕崎台風や昭和26年のルース台風による災害、平成11年6月 29
日の土砂災害など、繰り返し大規模な土砂災害が発生している。 

● 一方で、都市化に伴い宅地開発が山麓斜面に進展しており、土石流による災害
が発生する危険性のある渓流が非常に多く集中している。 

● この地域では、土石流の氾濫が予想される区域に重要な多くの保全対象が分布
しているが、土石流による被害は広範囲かつ甚大になる可能性が高いことから
集中的に土石流対策を推進する必要がある。 

● 平成11年6月29日土砂災害を契機として、土石流による人的被害、家屋被害、
重要交通網の交通途絶等の被害を軽減することを目的として、平成13年度から
国による直轄砂防事業を開始した。 

便益の主な根拠 

住家戸数 約11,000戸、事業所 約400 
災害時要援護者関連施設等 30施設、公益施設88施設 
重要交通網 
（JR山陽新幹線、JR山陽線、国道２号、山陽自動車道・広島岩国道路、 

  中国自動車道） 

B:総便益 (億円) C:総費用 (億円) Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ EIRR 
基準

年度事業全体の 

投資効率性 
総便益 5,814 総費用 730 8.0 5,084 20.2 H22 

残事業の 

投資効率性 

残事業 

総便益 
3,174 

残事業 

総費用 
427 7.4 2,748 22.3 H22 

事業の効果等 

● 広島西部山系周辺は風化しやすい花崗岩が広く分布しており、昭和20年枕崎台
風、昭和26年ルース台風、平成11年6.29災害など、土石流やがけ崩れ等によ
る土砂災害が多発し、人命や家屋等に甚大な被害が発生している。 

● 広島西部山系内には土石流危険渓流が約 1,700 渓流分布している。土石流によ
り土砂の氾濫が予想される区域には、約37,000戸の人家、約2,100の事業所、
約120箇所の避難所、約270箇所の災害時要援護者関連施設等の保全対象が存
在している。 

● 重要交通網である JR 山陽新幹線、JR 山陽線、国道 2 号、山陽自動車道・広島
岩国道路、中国自動車道に被害を及ぼす可能性のある土石流危険渓流が約 140
渓流存在している。 

● 直轄砂防事業の実施により、約37,000 戸の人家のうち約11,000 戸を保全し、
土石流による甚大な被害や社会的影響を軽減することができる。 

社会情勢等の変化 

● 広島市、廿日市市、大竹市の人口は昭和50 年には約 1,014,000 人から平成 17
年には約1,285,000人と約30年間で約1.3倍に増加し、居住域も山麓緩斜面に
拡大している。 

● 平成11年6月29日土砂災害を契機に、土砂災害のおそれのある地域における
住宅等の立地抑制や警戒避難といったソフト対策を推進するための法律となる
土砂災害防止法が平成13年4月1日から施行された。この法律に基づき、広島
西部山系では約 1,560 箇所が土砂災害警戒区域に指定されている（土石流のお
それのある渓流については、約 510 箇所が土石流の土砂災害警戒区域に指定さ
れている）（平成22年9月末時点）。 

● 広島県は、社会全体で防災対策に取り組み、想定される被害を減災していく「防



災協働社会の構築を目的として、「自助」「共助」「公助」の役割分担と相互の連
携について定めた「広島県防災対策基本条例」を制定した。（平成21年3月24
日施行） 

● 「共助」を効果的に行うための自主防災組織の組織率は、下記のとおりとなっ
ている。 

   広島市 ：H13年度 97.2％ H22年度 99.3％ 
廿日市市：H13年度 0.0％  H22年度 80.2％ 
大竹市 ：H13年度 0.0％  H22年度 53.5％ 

事業の進捗状況 

● 事業執行済み額は約269億円（進捗率30%） 
● H22年度末時点の保全人家数は2,142戸 
● 整備砂防施設：砂防堰堤39基。 
● 完成5地区、事業着手地区16地区。 

事業の進捗の見込

み 

 地元自治体や住民は、平成11年6.29災害を経験している人も多く、事業に対し
て協力的であり、今後も円滑な事業実施が望める状況である。 

コスト縮減や代替

案立案等の可能性 

 ソイルセメントの活用や残存型枠の採用、他事業工事への現地発生土砂の流用等
を行いコスト縮減による事業の効率化を図っているが、今後も新技術を積極的に取
り入れ、さらなるコスト縮減に取り組む。 

対応方針（原案）  継続 

対応方針理由  事業の必要性、事業進捗の見込み、コスト縮減などの観点により総合的に判断 

その他  － 
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広 島 市

廿日市市

大竹市

安佐南区

安佐北区

佐伯区 東区

西区

広島西部山系区域

山陽自動車道

中国自動車道

山陽新幹線

山陽本線

国道２号線

土石流危険渓流

凡 例

１１..広島西部山系の概要広島西部山系の概要

広島西部山系直轄砂防事業区域

住宅開発の状況（中野地区付近、S23→H17）

広島市・廿日市市・大竹市の人口推移

■事業区域のあらまし
・事業区域面積 ： 約６２１ｋｍ２

・土石流危険渓流 ： 約１７００渓流
・保全対象人家戸数： 約３７,０００戸※

・保全対象人口 ： 約９５,０００人※

・災害時要援護者関連施設：約２７０施設
・避 難 所 ： 約１２０棟
・重要交通網 ： JR山陽新幹線、JR山陽本線、国道２号、山陽自動車道・

広島岩国道路、中国自動車道

(※ H19-H20住宅地図および市区の平均世帯人数より試算)

人口は増加傾向

なかの

1948(S23) 2005(H17)

中野地区



１１..広島西部山系の概要広島西部山系の概要 土砂災害が発生するポテンシャルが大きい

土石流危険渓流分布図

50 10km

：土石流危険渓流

全 国：525,488 箇所

広島県： 31,987 箇所

：土石流危険渓流

全 国：525,488 箇所

広島県： 31,987 箇所

地質分布図

（１）防災環境特性 （２）自然環境特性 （３）社会環境特性

全国一多い土石流危険渓流数 崩れやすい土壌「マサ土」が広範囲に分布 山麓斜面まで宅地開発が進展

重要交通網が複数横断

宅地開発の進展状況

重要交通網の分布

土石流危険渓流が密に分布
しているため、土石流が発
生した場合、広範囲に甚大
な被害が発生しやすい。

花崗岩が風化した砂質土壌
「マサ土」は脆く侵食に弱
いため、大雨により山腹崩
壊や土石流が発生しやすい。

・山麓斜面や谷出口付近まで宅地開発が進展しているため、
土石流が氾濫する範囲に宅地が多く分布する。

・重要交通網が複数横断しており、土石流により被災した
場合の社会的影響が極めて大きい。

0 5

km
10

■：広島花崗岩
●：H11.6.29土石流

発生箇所

■：広島花崗岩
●：H11.6.29土石流

発生箇所

50 10km

■：昭和 25年以前

■：昭和 26～50 年

■：昭和 51年以降

■：昭和 25年以前

■：昭和 26～50 年

■：昭和 51年以降

50 10km

山陽新幹線
23百万人／年

一般国道２号
9万2千台／日

JR山陽本線等
約440本／日

山陽自動車道
4万5千台／日

：土石流危険渓流
：重要交通網(道路)
：重要交通網(鉄道)

：土石流危険渓流
：重要交通網(道路)
：重要交通網(鉄道)

広島西部山系
直轄砂防事業区域



平成11年 6.29災害

安川左支川の土石流氾濫状況 古野川の土石流氾濫状況
やすかわ このかわ

２２..広島西部山系の土砂災害広島西部山系の土砂災害
広島西部山系周辺で発生した主な土砂災害

49 6 広島市他太田川他1991平成3.9.27 台風19号

14 24 広島市、呉市他大毛寺川他1999平成11.6.29 6.29土砂災害

361 132 大竹市､大野町､湯来町他中津岡川他1951昭和26.10.14 ルース台風

1,054 1,775 大野町、呉市他丸石川他1945昭和20.9.17 枕崎台風

負傷者(人)死者(人)発生位置発生河川西暦発生年月日

昭和26年 ルース台風

大野陸軍病院の
患者用車が流さ
れ、国鉄山陽線
軌道が土砂で埋
没（廿日市市
（旧大野町））

昭和20年 枕崎台風

土石流で被災した集落（大竹市玖波町）

同地点の現在の様子(宮浜温泉こ線橋)

く ば

ゆきちょう

広島市、呉市他で、土石流や斜面崩壊及び流木の流下等により、土石流災害139件、
がけ崩れ災害186件、死者24人、負傷者14人の被害が発生。

50 10km

土石流発生箇所
〃(死者発生)



３３..広島西部山系直轄砂防事業の概要広島西部山系直轄砂防事業の概要

・ハード対策は「地区」単位で実施。
(1)土石流想定氾濫区域が重複して

いる渓流の範囲
(2)土石流によって被害を受ける地

域のコミュニティーに関連する
一連の渓流をまとめた範囲

・ソフト対策は山系全域で展開。

直轄砂防事業の実施状況

◇着手経緯
・平成11年6.29災害を契機に、平成13年度から事業開始。

◇事業単位の考え方

ハード対策

ソフト対策

・砂防事業による土石流対策が未着手の渓流の対策を基本。

(1)土砂災害から身を守るための速やかな避難行動につながる減災
対策の推進

①警戒避難体制の整備に関する支援・推進
②防災に関する意識の向上の推進

(2)大規模土砂災害の危機管理体制整備の推進

(1)計画的な整備の推進：
（Ⅰ．集中投資による人命・財産の保護、Ⅱ．国の根幹となる
重要交通網の保全、Ⅲ．自然・社会条件から求められる高度
な技術の利活用）

(2)緊急的な対応
（土石流の発生につながる兆候が見られるなど危険性が逼迫し
ている地区の迅速な対応。）

◇事業地区展開の考え方

土石流によって被害を受ける地域のコミュ
ニティーに関連する一連の渓流(概念)

広島西部山系直轄砂防
事業区域

完成地区(5地区)

着手済み地区(16地区)

土石流危険渓流

＜事業の主な対象＞
対象渓流：約200渓流 氾濫面積：約40km２

住 家：約11,000戸 人 口：約27,800人
事 業 所：約400事業所 公益施設：約90施設
災害時要援護者関連施設:約30施設 水田等：約65ha
重要交通網:JR山陽新幹線 ,JR山陽本線 ,国道 2号 ,

山陽自動車道・広島岩国道路,中国自動車道



【降雨後】渓流状況

5月渓流点検時

４４. . 直轄砂防事業の実施状況（１）直轄砂防事業の実施状況（１）
（１）ハード対策（１）ハード対策

谷出口まで住宅地が
分布する地区での整備

事業実施による効果事例

重要交通網保全のための整備

【降雨後】砂防堰堤堆砂状況

下流

山陽自動車道

至 大阪・広島

至 山口・福岡

三鎗谷地区相田地区

広島西部山系には、複数の土石流危険渓
流が重複する地区が多いことから、整備
効果を高めるため隣接する渓流を一連で
集中的に整備。

広島西部山系内には、近畿と九州を結ぶ
重要交通網（鉄道・道路）が横断してい
ることから、土石流による交通ネット
ワークへの広域的な影響を防止・軽減す
るため、重要交通網について保全。

(1)計画的な整備の推進：Ⅰ．集中投資による人命・財産の保護 →人口の多い地区、災害時要援護者関連施設・避難所

Ⅱ．国の根幹となる重要交通網の保全 →土石流による交通ネットワークへの大きな影響
Ⅲ．自然・社会条件から求められる高度な技術の利活用 →地形条件や施工条件が厳しい箇所について新技術・

新工法を開発する等高度な技術の利活用を図る

(2)緊急的な対応：土石流の発生につながる兆候が見られるなど危険性が逼迫している地区の迅速な対応。

平成22年7月14日
に豪雨発生。相田雨
量観測所で連続雨量
260mm、最大時間雨
量32mmを記録。

相田地区では、降
雨後に渓岸崩壊等が
確認されたが、完成
していた砂防堰堤に
より土砂が捕捉され
土砂氾濫による被害
を防止。

H22.7.14出水

工事に際しては、地区の特性や自然環境に配慮した工法等を採用して実施。

あいた みやりだに

相田２号砂防堰堤



４４. . 直轄砂防事業の実施状況（２）直轄砂防事業の実施状況（２）
（２）周辺環境への配慮（２）周辺環境への配慮

代替池

相田地区

代替池で確認された
モリアオガエルの卵
（H22.5）

自然環境への配慮

工事実施中の配慮（騒音・振動対策）

景観への配慮（盛土部への植樹）

自然環境調査を実施し、貴重種等が確認された場合
は、有識者のアドバイスを受けて対策を実施。

モリアオガエルの生息地に近接した工事では、代替
池を設けて、生育環境の復元に向けた取り組みを実施。

モリアオガエル

仮移植池でモ
リアオガエル
の卵塊を確認
(H18.5)

孵化したオタ
マジャクシ
(6月上旬～7月
上旬)

環境が整えら
れた代替池へ
仮移植池から
生物を移植

住宅に近接した場所での工事では、工事車両の速度や時間帯を
制限することで騒音や振動に配慮。

防音シートで騒音を低減 騒音・振動を24時間監視

砂防堰堤の前面に土を

盛って堤体を見えにくく

するとともに、盛土部に

植樹。

植樹は、外来種を避け、

土地本来の植物の苗木を

混ぜ合わせて混植・密植

あいた

する「宮脇方式」で実施。

長期的な視点でみると

維持管理が省力化でき、

地域環境の保全にも貢献。

みやわき



４４. . 直轄砂防事業の実施状況（３）直轄砂防事業の実施状況（３）
（３）ソフト対策（３）ソフト対策

土石流模型による砂防堰堤の効果を説明

雨量観測網の整備 防災意識の向上（自主防災組織への活動支援）

自主防災組織への活動支援として他箇所における先進的な防災活動の紹介や
住民による渓流点検の支援等を実施

出前講座・広報活動

砂防堰堤の見学会で施設の役割を説明

雨量観測網の整備により
局所的に発生する集中豪
雨を観測

(1)土砂災害から身を守るための速やかな避難行動につながる減災対策の推進
①警戒避難体制の整備に関する支援 →雨量観測網の整備等
②防災に関する意識の向上の推進 →住民の防災意識向上に向けた広報、自主防災組織の活動支援等

(2)大規模土砂災害の危機管理体制整備の推進 →渓流や施設の緊急点検、専門家派遣等の自治体支援、危機管理体制の整備

H13以降

新たに設置



５５..コスト縮減に関する取り組み事例コスト縮減に関する取り組み事例

残存型枠施工状況

残存型枠使用による型枠処分費および足場工事費の縮減

砂防ソイルセメントによるコスト縮減

掘削残土の工事間流用などによるコスト縮減

現地発生土とセメントの攪拌状況

○残存型枠を使用することで、従来は必要であった型枠の撤去や処分費、
足場工が不要になることでコストを縮減。

［縮減事例］
工事費を98.9百万円から96.4百万円に縮減（縮減額2.5百万円、縮減率2.5％）

○普通コンクリートの代わりに現地発生土とセメント
の混合した砂防ソイルセメントを用いることで現地
発生土の低減および有効利用し、建設コストを縮減。

［縮減事例］
工事費を333.2百万円から318.2百万円に縮減。
（縮減額15.0百万円、縮減率4.5％）

○建設発生土を処分せず、他の工事（盛土等）に流用
することで発生土の有効利用を図るとともに、建設
コストを縮減。

［縮減事例］
工事費を133百万円から126百万円に縮減。
（縮減額7.5百万円、縮減率5.7％）

建設発生土を他事業の工事へ流用

現地発生土の利用

セメントと攪拌

型
枠

型
枠

ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ

掘削

ソイルセメントとして活用

砂防ｿｲﾙセメント

(搬出側) (搬入側)



６６..費用対効果分析の流れ（１）費用対効果分析の流れ（１）

確率規模別の想定被害算出
(1/100・20・10 事業実施前後）
・資産分布、資産額の把握
・土石流氾濫による家屋等の被害
・人的損失など

年平均被害軽減期待額の算出

総便益（Ｂ）の算出

総事業費の算出
・既往投資額
・残事業費

総費用（Ｃ）の算出

費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算出

費 用便 益

残存価値の設定
（完成から50年後の価値、総費用の10％を加算）

維持管理費の設定
・除石費用

＜費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算出の流れ＞



６６..費用対効果分析の流れ（２）費用対効果分析の流れ（２）＜区域設定、資産抽出＞

土石流危険渓流の谷出口
（相田地区）

相田地区の事例

土石流想定氾濫区域（家屋戸数・事業所数・農地面積・
公共土木施設などを個別に抽出）

被害を受ける道路

想定氾濫区域想定氾濫区域

１）土石流想定氾濫区域の設定について

２）土石流想定氾濫区域に分布する資産抽出

土石流危険渓流毎に
設定されている想定
氾濫区域の例

・土石流危険渓流調査結果(H14公表)の想定氾濫区域を、
土石流により被害を受ける可能性がある範囲に設定。

＜想定被害の算出項目＞ 基図は最新の住宅地図を使用
【直接被害】

●家屋戸数（家屋資産・家庭用品・農漁家資産）
●事業所数（産業大項目分類（建設業,製造業,サー

ビス業など）に区分）
●農地面積（農作物被害：稲・畑）
●公共土木施設

・役所,警察署,派出所,郵便局,消防署,図書館,公民館,
一般病院,診療所,老人ホーム,高等学校,中学校,小学校等

●道路、鉄道、橋梁
●人的損失額（逸失利益、医療費、精神的損害額）

【間接被害】
●営業停止被害(事業所)、応急対策費用(家計・事業所)、
交通途絶被害

想定氾濫区域内に
分布する資産を
個別に拾いあげて、
資産の分類項目毎に
区分して集計

あいた



６６..費用対効果分析の流れ（３）費用対効果分析の流れ（３）
＜土砂堆積深の配分、被害率の適用、

確率毎被害の算出、費用の算出＞

〃 0.5ｍ以下 ［床下：被害率0.050］

〃 0.5～1ｍ ［床上：被害率0.430］

堆積深１ｍ以上 ［床上：被害率0.785］

堆積深

１ｍ以上

0.5～1ｍ

0.5ｍ以下

土砂堆積深の配分比率

３）想定氾濫区域内の土砂堆積深の配分

土砂堆積深の考え方は、「土石流対策事業の費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ（案）」（国土交
通省）における扇状地での配分手法による。

床上は
家屋全壊扱い
死者数算出式
にも適用

被害率は家屋の例

土石流想定
氾濫区域

堆積深ごとに
被害率を適用

区域内の資産額に堆積深毎の被害率を適用して被害資産を算出

２）想定氾濫区域内の
資産抽出

土石流の氾濫被害額

砂防施設の整備費用

→ 費用(C)の算出
便益(B)

土石流対策
砂防施設

４）確率毎被害の算出、費用の算出

1/10氾濫被害

1/20氾濫被害

1/100氾濫被害

※1：「確率規模」は土石流の発生確率を示し、1/100は100年に一度の降雨確率で発生する土石流の
規模を示す。表中の雨量値は広島市主部の設定値。

1/10,1/20被害額は1/100被害額に
対する雨量比率で算出

土石流想定氾濫区域における

土石流危険渓流

24時間雨量(比率)

180.0mm( 65%)

207.8mm( 75%)

277.4mm(100%)

計上計上1/20

計上計上1/100

－計上1/10

人的被害一般資産被害
確率規模

※１

1/10以上
で土石流
被害発生

1/20以上
人的被害

発生

60％

15％

25％

床

上

床
下

60％

15％

25％

床

上

床
下

60％

15％

25％

床

上

床
下

被害率0.785土石流
想定氾濫区域
内の資産額

× 被害率0.430

被害率0.050

被害率は家屋の例

想定
被害額
(1/100)

＝
合算



６６..費用対効果分析の流れ（４）費用対効果分析の流れ（４）

氾濫地点（谷出口）

土石流想定氾濫区域

1,972億円 2,275億円 10,036億円

0.1 0.05 0.01

0.05 0.04

2,123億円 6,155億円

× ×

106.2億円 246.2億円

年平均被害軽減期待額 合計 352.4億円／年

区間平均生起確率

区間平均被害額

年平均被害額

１／１０ １／２０ １／１００

× 50年分（現在価値化）

区間平均生起確率
（0.1－0.05）

区間平均生起確率
（0.05－0.01）

生起確率

被害額
平均額 平均額

(17,619.0億円)→(3,194.2億円)

（約5,813.5億円）

＜年平均被害軽減期待額の算出方法＞

（10,036億円）

（2,275億円）

1/100規模での 〃

1/20規模での 〃

1/10規模での想定被害（1,972億円）

総便益＋事業完了時までの便益 ＋残存価値 ＝
(現在価値化 2,610.1億円) (現在価値化 9.2億円)

年平均被害軽減期待額×
50年分の現在価値化イメージ

352.4億

５０年分

17,619.0億

４％
社会的割引率

H45 H94

3,194.2億



６６..費用対効果分析の流れ（５）費用対効果分析の流れ（５）
＜費用便益比（Ｂ／Ｃの算出）＞ 便益 費用

現在価値化した便益 現在価値化して費用

■便益及び費用は、整備期間＋施設完成後50年間を評価対象期間として算出。

■便益及び費用を評価年（H22）を基準として現在価値化し、現在価値化後の便益及び費用の
それぞれの総和を総便益（Ｂ）、総費用（Ｃ）とする。

便
益
（
Ｂ
）

費
用
（
Ｃ
）

年

評価対象期間

事業完了後の評価期間（５０年）整備期間

総費用（Ｃ）730億円

※土石流対策施設
が地区ごとに完成
することで、当該地
区の便益が発生す
るため、事業中の期
間から便益を計上。

社会的割引率４％を適用

評価年
評価年より過去の
期間についてはデ
フレータ（H22.2治
水事業費指数:砂
防）も適用。

総便益（Ｂ）5814億円

H94H44

H22

H13

社会的割引率４％を適用

H44 維持管理費用を計上

拡大



７７..費用対効果の分析結果費用対効果の分析結果
◇◇ 広島西部山系直轄砂防事業の費用対効果広島西部山系直轄砂防事業の費用対効果 ＜Ｂ／Ｃ＞＜Ｂ／Ｃ＞（無施設時）（無施設時）

Ｃ 費用 ７２９．７ 億円
Ｂ 便益 ５,８１３．５ 億円

Ｂ／Ｃ ＝ ８．０

［費用：Ｃ］

・広島西部山系直轄砂防事業の全体事業費

７２９．７ 億円（維持管理費含む）
（現在価値化）

［便益：Ｂ］

２０．２経済的内部収益率（EIRR）

５，０８３．９ 億円純現在価値（NPV) Ｂ－Ｃ

８．０費用便益比（CBR) Ｂ／Ｃ

５，８１３．５ 億円効果合計

９．２ 億円残存価値

５，８０４．３ 億円便 益
Ｂ
便
益

７２９．７ 億円費用合計

３．５ 億円維持管理費

７２６．２ 億円建設費
Ｃ
費
用

摘要金額等項 目

『参考』公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針に基づき残事業の投資効率性を算出した結果は下表のとおり。

（残事業の費用対効果）＝ （継続した場合の総便益）－（中止した場合の総便益）
（継続した場合の総費用）－（中止した場合の総費用）

＝ 5,813.5(億円) － 2,639.3(億円)
729.7(億円) － 303.0(億円)

＝ 7.4



８８..今後の対応方針（原案）今後の対応方針（原案）

上記より、広島西部山系の土石流による被害軽減のため 継続が妥当。

・広島西部山系は、土石流などによる土砂災害を繰り返す災害ポテンシャルの高い地域である。
・このため砂防事業を継続実施し、地域住民が安心して暮らせる環境を整える必要がある。

【今後の対応方針（原案）】

１）事業を巡る社会情勢等の変化

２）事業の投資効果

３）事業の進捗状況

①事業の必要性等の視点

②事業の進捗の見込み

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇事業区域における人口・世帯数は増加傾向にあり、山裾まで宅地開発が進んでいるため土石流の被害を
受けやすい状況である。また、土石流危険区域にかかる重要交通網（鉄道・道路）が多く分布する。

◇費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝８．０（平成22年度時点） ７．４（残事業）

◇現在までの進捗率は約30％であり、広島西部山系直轄砂防事業の早期完成への要望や強い。

◇広島西部山系直轄砂防事業は順調に進捗し、関係機関並びに地域との協力体制も構築されていることから、
今後も円滑な事業進捗が見込まれる。

◇建設発生土の有効利用や残存型枠を採用し、コスト縮減による事業の効率化を図っている。
◇現状での事業の進捗状況並びに残事業における効果が高いことから、代替案の検討の必要はない。

④県への意見照会結果

◇「対応方針（原案）案については異存ありません」



■■参考資料１参考資料１ 前回評価時との比較前回評価時との比較

治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ(案)H17.4に準
拠し、今回は費用便益比を総B/Cで
評価。総Ｂ／Ｃ＝ 8.0全Ｂ／Ｃ＝ 8.2費用対効果

Ｂ／Ｃ

費用算出手法を治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ
(案)に準拠して全C→総Cへ変更。総費用 730億円全費用 900億円費用(Ｃ)

便益算出手法を治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ
(案)に準拠して全B→総Bへ変更。
便益項目に人的被害（精神的損害
額＋財産的被害額の医療費）や間
接被害等を追加。

総便益 5,814億円全便益 7,348億円便益(Ｂ)

除石対応のため管理用道路を整備
した結果、用地買収面積等が増加
したことやソフト対策として雨量
観測網の整備等を実施したことに
より、堰堤の整備に要する費用が
当初より高くなっている。

約９００億円約９００億円総事業費

平成13年度～平成13年度～事業期間

今回の全体渓流数（約1,700渓流）
は、前回評価後の土石流危険渓流
調査結果(H14公表)による。

砂防堰堤等の整備
（約1,700渓流のうち約200渓流を対象）

砂防堰堤等の整備
（約1,100渓流のうち約520渓流を対象）

事業諸元

今回評価
（H22再評価）

新規採択時評価
（H12評価）

備 考

時 点

●平成12年に実施した事業評価では、全B/Cを算出している。全B/Cは、土石流対策で対象としている1/100確率年で発生する土

石流による被害額（全便益）と、これを防止するための砂防堰堤の建設費用（全費用）を、整備期間や社会的割引率を考慮しな
いで費用便益比とする考え方。



■■参考資料２参考資料２ 感度分析について感度分析について

■参考として、残事業費が１割増減したケース、工期が１割増減したケースを
想定し、費用便益比（Ｂ／Ｃ）の試算を行った。

7.47.57.6一割増

7.8 8.0 8.1最確値

8.38.58.6一割減
残
事
業
費

一割増最確値一割減

工 期

※「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）平成21年6月」には、感度分析の実施方法
について具体的な記載はない。



広島西部山系直轄砂防事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕



様式様式--１１ 土石流危険渓流分布図土石流危険渓流分布図

広島西部山系直轄砂防事業区域

（広島西部山系では土石流危険渓流に対して直轄砂防事業を実施）

（広島西部山系内の土石流危険渓流：1672渓流）

(1110)

(413)

(149)

計(1672)



様式様式--２２ 資産データ表資産データ表

区域名：広島西部山系

人口 世帯数 事業所 農漁家 延床面積 水田面積 畑面積 家屋 家庭用品 償却 在庫 償却 在庫 小計

従業員

（人） （世帯） （人） （世帯） （m2） （ha） （ha） (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

広島西部山系 27,761 10,802 3,803 139 943,240 36 29 160,822 160,393 25,846 6,314 316 60 353,751

一般資産等基礎数量

山系・水系
（評価単位）

一般資産額

事業所資産 農漁家資産

水稲 畑作物 小計

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

39 86 125 353,876
世帯数に農漁家を含
む

備考

農作物資産

一般資産額等
合計



様式様式--３３ 被害額表被害額表

山系名： 広島西部山系 河川名： - 発生規模： 1/10　無施設

人口

償却 在庫 償却 在庫
掃除労働

対価
代替活動等 小計

（人） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

広島西部山系 0 57,990 61,978 10,115 2,302 102 24 132,509 23 51 73 61,728 620 809 1,185 1,994 277 0 2,891 197,202

様式－３ 被害額 山系名： 広島西部山系 河川名： - 発生規模： 1/20　無施設

人口

償却 在庫 償却 在庫
掃除労働

対価
代替活動等 小計

（人） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

広島西部山系 0 66,891 71,491 11,667 2,655 118 27 152,849 26 58 85 71,203 715 933 1,366 2,300 320 0 3,335 227,472

　

様式－３ 被害額 山系名： 広島西部山系 河川名： - 発生規模： 1/100　無施設

人口

償却 在庫 償却 在庫
掃除労働

対価
代替活動等 小計

（人） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

広島西部山系 2,722 88,131 94,191 15,372 3,498 155 36 201,382 34 77 111 93,812 943 1,230 1,800 3,030 422 703,889 708,283 1,003,588

家庭における応急対策費用 事業所に
おける

応急対策
費用

家屋
農漁家資産

小計
事業所資産

その他の
間接被害

営業停止
損失家庭用品

事業所資産
水稲

一般資産被害額 農作物被害額
公共土木
施設等
被害額

間接被害額

小計

公共土木
施設等
被害額

備考合計
家庭における応急対策費用 事業所に

おける
応急対策

費用

その他の
間接被害

小計山系・水系
（評価単位）

山系・水系
（評価単位）

合計 備考農漁家資産
小計

間接被害額

営業停止
損失

農作物被害額一般資産被害額

山系・水系
（評価単位）

人口は想定被害者
数。人的被害、交通
途絶被害は「その他
の間接被害」に記載

公共土木
施設等
被害額小計小計 水稲 畑作物家屋 家庭用品

事業所資産 農漁家資産 合計 備考

間接被害額

営業停止
損失

家庭における応急対策費用 事業所に
おける

応急対策
費用

その他の
間接被害

小計

一般資産被害額 農作物被害額

家庭用品 水稲 畑作物 小計

家屋 畑作物 小計



様式様式--４４ 年平均被害軽減期待額表年平均被害軽減期待額表

（土石流事業の費用便益分析マニュアル（案）の様式）

［一般資産等被害］ （単位：百万円）

- - 21,218 ①

［人命保護便益］ （単位：百万円）

- - 14,020 ②

　 年平均被害軽減期待額 35,238 ①＋②

（単位：百万円）

14,020
1/20 0.05 0

0.04

1/100 0.01 701,020

350,510

年平均被害額 備考
年平均

生起確率

土石流
(降雨量)

規模

区間平均
生起確率

区間平均
被害額

被害額

1/10

1/20

1/100

0.10

0.05

0.01

197,202

227,472

302,568

0.04 265,020 10,601

土石流
(降雨量)

規模

年平均
生起確率

人命保護
便益

区間平均
生起確率

区間平均
人命保護

便益

年平均
人命保護便益

備考

10,6170.05 212,337



様式様式--５５ 費用便益比算出表費用便益比算出表
山

系
名

：
広

島
西

部
山

系
 (便

益
、

建
設

費
、

維
持

管
理

費
は

地
区

単
位

の
値

を
合

算
)

（
単

位
：
百

万
円

）

便
益

現
在

価
値

費
用

現
在

価
値

費
用

現
在

価
値

費
用

現
在

価
値
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3
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0

0
0
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0
0
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0
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0
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0
0

1
,90

0
2
,3

7
2

0
0

1
,9

00
2
,37

2
H

1
6

-6
9
02

1
,08

4
1
,08

4
2
,46

7
2
,9

6
5

0
0

2
,4

67
2
,96

5
H

1
7

-5
1,0

48
1
,22

1
1
,22

1
3
,15

0
3
,5

0
7

0
0

3
,1

50
3
,50

7
H

1
8

-4
1,0

48
1
,18

6
1
,18

6
3
,42

7
3
,8

5
6

0
0

3
,4

27
3
,85

6
H

1
9

-3
3,1

09
3
,42

4
3
,42

4
3
,50

0
3
,8

0
6

0
0

3
,5

00
3
,80

6
H

2
0

-2
3,1

09
3
,36

2
3
,36

2
3
,31

4
3
,5

8
4

0
0

3
,3

14
3
,58

4
H

2
1

-1
3,6

07
3
,75

2
3
,75

2
3
,31

4
3
,4

4
7

0
0

3
,3

14
3
,44

7
H

2
2

0
3,6

07
3
,60

7
3
,60

7
3
,06

6
3
,0

6
6

0
0

3
,0

66
3
,06

6
H

2
3

1
5,4

93
5
,28

1
5
,28

1
3
,06

6
2
,9

4
8

3
3

3
,0

69
2
,95

1
H

2
4

2
5,4

93
5
,07

8
5
,07

8
3
,06

6
2
,8

3
5

3
3

3
,0

69
2
,83

8
H

2
5

3
5,4

93
4
,88

3
4
,88

3
3
,06

6
2
,7

2
6

3
3

3
,0

69
2
,72

9
H

2
6

4
5,5

99
4
,78

6
4
,78

6
3
,06

6
2
,6

2
1

3
3

3
,0

69
2
,62

4
H

2
7

5
7,4

81
6
,14

9
6
,14

9
3
,06

6
2
,5

2
0

5
4

3
,0

71
2
,52

4
H

2
8

6
1
3,1

31
10

,37
8

10
,37

8
3
,06

6
2
,4

2
3

8
7

3
,0

74
2
,43

0
H

2
9

7
1
4,9

75
11

,38
0

11
,38

0
3
,06

6
2
,3

3
0

9
7

3
,0

75
2
,33

7
H

3
0

8
1
6,9

81
12

,40
8

12
,40

8
3
,06

6
2
,2

4
0

1
1

8
3
,0

77
2
,24

8
H

3
1

9
1
7,2

24
12

,10
2

12
,10

2
3
,06

6
2
,1

5
4

1
1

8
3
,0

77
2
,16

2
H

3
2

10
1
7,2

24
11

,63
6

11
,63

6
3
,06

6
2
,0

7
1

1
1

8
3
,0

77
2
,07

9
H

3
3

11
1
8,4

31
11

,97
2

11
,97

2
3
,06

6
1
,9

9
2

1
2

8
3
,0

78
1
,99

9
H

3
4

12
1
9,4

04
12

,12
0

12
,12

0
3
,06

6
1
,9

1
5

1
2

7
3
,0

78
1
,92

2
H

3
5

13
2
0,7

67
12

,47
2

12
,47

2
3
,06

6
1
,8

4
1

1
2

7
3
,0

78
1
,84

9
H

3
6

14
2
4,3

25
14

,04
7

14
,04

7
3
,06

6
1
,7

7
1

1
4

8
3
,0

80
1
,77

9
H

3
7

15
2
5,4

93
14

,15
6

14
,15

6
2
,99

3
1
,6

6
2

1
5

8
3
,0

08
1
,67

0
H

3
8

16
2
6,4

44
14

,11
9

14
,11

9
3
,06

6
1
,6

3
7

1
5

8
3
,0

81
1
,64

5
H

3
9

17
2
6,4

44
13

,57
6

13
,57

6
2
,95

0
1
,5

1
4

1
5

8
2
,9

65
1
,52

2
H

4
0

18
2
6,4

44
13

,05
4

13
,05

4
2
,77

4
1
,3

6
9

1
5

8
2
,7

89
1
,37

7
H

4
1

19
2
6,7

25
12

,68
5

12
,68

5
2
,77

4
1
,3

1
7

1
5

7
2
,7

90
1
,32

4
H

4
2

20
2
9,3

38
13

,39
0

13
,39

0
2
,77

4
1
,2

6
6

1
7

8
2
,7

91
1
,27

4
H

4
3

21
3
1,3

36
13

,75
1

13
,75

1
1
,80

8
79

3
1
9

8
1
,8

27
80

2
H

4
4

22
3
3,0

73
13

,95
6

13
,95

6
1
,05

0
44

3
2
0

8
1
,0

70
45

1
H

4
5

23
3
5,2

38
14

,29
7

14
,29

7
2
2

9
22

9
H

4
6

24
3
5,2

38
13

,74
7

13
,74

7
2
2

9
22

9
H

4
7

25
3
5,2

38
13

,21
8

13
,21

8
2
2

8
22

8
H

4
8

26
3
5,2

38
12

,71
0

12
,71

0
2
2

8
22

8
H

4
9

27
3
5,2

38
12

,22
1

12
,22

1
2
2

8
22

8
H

5
0

28
3
5,2

38
11

,75
1

11
,75

1
2
2

7
22

7
H

5
1

29
3
5,2

38
11

,29
9

11
,29

9
2
2

7
22

7
H

5
2

30
3
5,2

38
10

,86
5

10
,86

5
2
2

7
22

7
H

5
3

31
3
5,2

38
10

,44
7

10
,44

7
2
2

7
22

7
H

5
4

32
3
5,2

38
10

,04
5

10
,04

5
2
2

6
22

6
H

5
5

33
3
5,2

38
9
,65

9
9
,65

9
2
2

6
22

6
H

5
6

34
3
5,2

38
9
,28

7
9
,28

7
2
2

6
22

6
H

5
7

35
3
5,2

38
8
,93

0
8
,93

0
2
2

6
22

6
H

5
8

36
3
5,2

38
8
,58

6
8
,58

6
2
2

5
22

5
H

5
9

37
3
5,2

38
8
,25

6
8
,25

6
2
2

5
22

5
H

6
0

38
3
5,2

38
7
,93

9
7
,93

9
2
2

5
22

5
H

6
1

39
3
5,2

38
7
,63

3
7
,63

3
2
2

5
22

5
H

6
2

40
3
5,2

38
7
,34

0
7
,34

0
2
2

5
22

5
H

6
3

41
3
5,2

38
7
,05

7
7
,05

7
2
2

4
22

4
H

6
4

42
3
5,2

38
6
,78

6
6
,78

6
2
2

4
22

4
H

6
5

43
3
5,2

38
6
,52

5
6
,52

5
2
2

4
22

4
H

6
6

44
3
5,2

38
6
,27

4
6
,27

4
2
2

4
22

4
H

6
7

45
3
5,2

38
6
,03

3
6
,03

3
2
2

4
22

4
H

6
8

46
3
5,2

38
5
,80

1
5
,80

1
2
2

4
22

4
H

6
9

47
3
5,2

38
5
,57

8
5
,57

8
2
2

3
22

3
H

7
0

48
3
5,2

38
5
,36

3
5
,36

3
2
2

3
22

3
H

7
1

49
3
5,2

38
5
,15

7
5
,15

7
2
2

3
22

3
H

7
2

50
3
5,2

38
4
,95

8
4
,95

8
2
2

3
22

3
H

7
3

51
3
5,2

38
4
,76

8
4
,76

8
2
2

3
22

3
H

7
4

52
3
5,2

38
4
,58

4
4
,58

4
2
2

3
22

3
H

7
5

53
3
5,2

38
4
,40

8
4
,40

8
2
2

3
22

3
H

7
6

54
3
5,2

38
4
,23

8
4
,23

8
2
2

3
22

3
H

7
7

55
3
5,2

38
4
,07

5
4
,07

5
2
2

3
22

3
H

7
8

56
3
5,2

38
3
,91

9
3
,91

9
2
2

2
22

2
H

7
9

57
3
5,2

38
3
,76

8
3
,76

8
2
2

2
22

2
H

8
0

58
3
5,2

38
3
,62

3
3
,62

3
2
2

2
22

2
H

8
1

59
3
5,2

38
3
,48

4
3
,48

4
2
2

2
22

2
H

8
2

60
3
5,2

38
3
,35

0
3
,35

0
2
2

2
22

2
H

8
3

61
3
5,2

38
3
,22

1
3
,22

1
2
2

2
22

2
H

8
4

62
3
5,2

38
3
,09

7
3
,09

7
2
2

2
22

2
H

8
5

63
3
5,2

38
2
,97

8
2
,97

8
2
2

2
22

2
H

8
6

64
3
5,2

38
2
,86

3
2
,86

3
2
2

2
22

2
H

8
7

65
3
5,2

38
2
,75

3
2
,75

3
2
2

2
22

2
H

8
8

66
3
5,2

38
2
,64

7
2
,64

7
2
2

2
22

2
H

8
9

67
3
5,2

38
2
,54

6
2
,54

6
2
2

2
22

2
H

9
0

68
3
5,2

38
2
,44

8
2
,44

8
2
2

2
22

2
H

9
1

69
3
5,2

38
2
,35

3
2
,35

3
2
2

1
22

1
H

9
2

70
3
5,2

38
2
,26

3
2
,26

3
2
2

1
22

1
H

9
3

71
3
5,2

38
2
,17

6
2
,17

6
2
2

1
22

1
H

9
4

72
3
5,2

38
2
,09

2
2
,09

2
2
2

1
22

1

2
,19

5,6
51

5
80

,42
9

9
22

5
81

,35
2

90
,00

0
72

,61
9

1,35
5

3
47

91
,3

55
72

,96
7

8
.0

5
08

,38
5

計
③

+④
便

益

年
次

純
現

在
価

値
Ｂ

－
Ｃ

t
計

①
+②

残
存

価
値

②

便
益

①
費

用
便

益
比

Ｂ
／

Ｃ

費
用

建
設

費
③

維
持

管
理

費
④



広島西部山系直轄砂防事業

〔広島県への意見照会と回答〕












